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地域白書【朝日ヶ丘町】（地域アセスメントシート） 

１．地域の概要 

面積 人口（人） 世帯数 自治会加入率 自治会数 

 ７，２２４ ３，４３３   

地域内の町名（自治会） 

交通機関 

２．地域の社会資源等 

会館・公園・広場・施設 名所・旧跡、寺社仏閣 

朝日ケ丘公園水泳プール、山麓公園、朝日ケ丘遺跡緑地
朝日ケ丘公園、朝日ケ丘広場、朝日ケ丘西公園
朝日ケ丘第 1児童遊園、朝日ケ丘第 2児童遊園 
朝日ケ丘第 3児童遊園、朝日ケ丘中緑地（１） 
朝日ケ丘中緑地（２）、朝日ケ丘中緑地（３） 
朝日ケ丘南緑地、朝日ケ丘北公園、朝日ケ丘北緑地
朝日ケ丘緑地、芦屋市立朝日ケ丘集会所

朝日ヶ丘遺跡（芦屋市遺跡触覚模型）
城山南麓遺跡中世墳墓 
徳川大坂城東六甲採石場奥山刻印群刻印石
（市立芦屋病院）

社
会
資
源

公的機関 兵庫県警察学校、芦屋市霊園、芦屋市霊園事務所 

高齢者生活支援センター 東山手高齢者生活支援センター 

医療機関 上田内科、市立芦屋病院芦屋、メディカルコミュニティー坂本泌尿器科、山内歯科（口腔
外科） 

福祉 シャトー芦屋、芦屋アラベラの家、芦屋市霊園一体 
芦屋市立養護老人ホーム和風園、HANA保育園 

教育機関 朝日ケ丘小学校、朝日ケ丘幼稚園

NPO活動団体  
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３．地域紹介 

キャッチコピー 

地域の歴史 

地域の特色 

地域内のお祭り・おもな行事 

地域内の企業・店舗・商店街 
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４．地域活動 

地域自慢（地域全体） まちづくり自慢（組織づくりや活動など） 

・市立芦屋病院、アラベラの家が町内にある 

・夜景、星がきれい 

・穏やかなひとが多い 

・霊園の桜の木がたくさんある（花見） 

・地域の関係機関のネットワークが強いのが伝統

・ゆりかごから墓場まで、動物等、眺望 

・無料バス（芦屋病院、アラベラの家）がある 

・坂が多いので健脚になる、健康になる 

・遺跡がある 

・マンションが多く、子どもが多い 

・警察学校がある 

・店がない 

・霊園の中に大坂城築城に係る石の展示がある 

・マチネーコンサート 

・地理・歴史 

・山手の緑豊かな地域、大阪湾を望む事が出来る

等眺めがよい 

・老人憩いの場 

・高齢者の集いを年３回行っている 

・自主防災会のメンバーが若い、活動が盛ん（16

名） 

・コミスク中心に組織が整っていて、協力体制が

しっかりしていて、白骨死体の出ない住宅を目

指している（朝日ヶ丘住宅、朝日ヶ丘自治体）

・朝日ヶ丘小学校の階段（朝日ヶ丘幼稚園） 

・子育て応援の交流会 

・コミスク行事や夏祭り餅つき、防災訓練、 

和風園盆踊り 自治会・福祉委員会、・PTA・

老人会 etc.協力し、たくさんの方が参加する 

・朝日ヶ丘自治会バス旅行：年２回 

・小学校 年１回のお礼の会 

・自治会に老人会は助けて頂いている（連携） 

・老人会で体操と民謡をしている 

・地域内のコミュニケーションがよい 

・老人会などの組織が連携されている 

・さくらカフェ（アラベラの家）も活発に開催さ

れている 

・自治会など：朝小PTAと地域の皆様の多世代

 交流ができる（コミスク、子育て応援団） 

・月１回自治会で公園や桜小道を掃除しいつもき

れいにしている 

地域イチオシ！の活動や取組み 

・夏祭りや餅つき大会への参加者が多い。  ・霊園でお花見が出来る ・自主防災会16名で活動

・公社自主防災会10名で活動 ・幼稚園の七夕 

・コミスク夏祭り（餅つき大会）全組織が参加して盛り上げている。 

・自治会バス旅行。 

・自治会や福祉推進委員がコミスクのお手伝いをしている。仲良く、夏祭り・餅つき・老連の演芸会

に出演するため民謡を頑張っている。 

・組織・人のつながりが強い(連携)。 

・東山町自治会に部会（花壇部会、民生部会、商店部会、老人部会）。 

・公社自治会（お花Ｇ、ワンコインの会） 

・要援護者台帳＝民生委員、児童委員、自治会、自主防災、福祉推進委員。 

・2月に「地域の方に感謝する会」で子どもたちが地域の方にお礼の言葉を言える。 

・地域の掃除、夏祭り（コミスク）ピクニック、旅行（自治会）、アラベラさくらカフェ 
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地域内の気になる動き 気になる動きと地域をつなぐには 

・遊休耕作地を貸農園にできないか 

・劇団「それいゆ」 

・オープンガーデンのとき公園で「たてにわアー

ト」を展示していて珍しかった  

・夜回り 

・北公園：ネット破れ 

・芦屋霊園で地蔵盆 

・桜並木がどうなるの？ 

・カラスによるゴミ（11/9環境研修） 

・子どもの遊び場所（公園）でボール遊びが出来

ない 

・地蔵盆がないが霊園で行っている 

・少年野球コーチしてもらえるかな 

・キッズスクエアの参加 

・公園が減っている 

・テニスコートの工事 

・もっと若い人たちを呼び込んで、地域活性化に

 貢献できるとよい 

・たてにわアートの講習会があればよいと思いま

 す 

・2年位前からお手伝いに行きだした。 

・リーダーがしっかりしている（協力体制） 

気になるところ どうしてそうなるのか（原因） 

・小学校の人数減少（役員をする方の減少） 

・子どもたちの挨拶だけでなく先生も挨拶が返っ

てこない 

・子どもの外遊び減少 

・幼稚園、公社の跡地の活用 

・ゴミの出し方 

・ペットのマナー 

・女の子が3人以上の複数でなかなか仲良く遊べ

ない 

・妊婦の社会参加が難しい 

・男性がなかなか地域社会に参加しづらい 

・若い世代が親を独り住まいさせて地域で見守っ

ていることを理解できてない 

・歩道にゴミを措かないでほしい（ネット、カゴ）

・ネットの片付け方 

・低い年金でも入れる老人施設が足りない 

・公社住宅さんが引越された後の住民同志の結び

つき 

・コミスクの運営メンバーの確保 

・コミスクの会員減少 

・少子化（お仕事、家庭の事情） 

・遊びの声がうるさいと注意される 

・時代と文化の変化 

・性格、強力に引き出す支援者が少ない 

・連絡がないと気がつかない 

・市が廃園すると言っている（地域の子育て応援

拠点がなくなってしまうのではないか） 

・老人施設が建設されない（住み慣れた地域を離

れないといけなくなる） 

・空き地が少なく、公園は制限が多い 

・地域住民からうるさいと思われている 

・働く人の増加 

・働く親の増加、高齢化 

・個人のモラルが低い 

・自分の出したゴミがどうなっているかわからな

いから平気でできるのかな？ 

・歩行者、自転車が救急車に進路をゆずることを

知らないのかな？ 

・近隣住民への配慮 

・地形的な高低差の問題 
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・ペットの糞のあとしまつ 

・救急車が来ても歩行者（子どもも）が交差点を

平気で渡る 

・無料バスの乗降時間や場所がわからない 

・工事があると近隣住民に迷惑（音や視覚的） 

・子どもの頃の生活習慣の是正 

・子ども世帯が少ない 

・集会所の中の老人いこいの広場の室が使われて

いない 

・地域を走っているバス（アラベラ、病院バス）

・図書館 

・たくさん資源はありそうだけど…知らないこと

が多い… 

・駅北から保健センターに直通バスを希望したい

・ちょっとしたお店がほしい 

・桜並木の工事 

・気になる独居老人がいる 

・お店もなく、買い物もしにくい 

・坂が多く老人と二世帯も住みにくい 

・（地域を走っているバスが）皆に知られていな

い事 

・若い世代に住んでもらう（少子化、住みやすさ）

・宣伝がうまくできてないかな…？ 

・高齢者が多くなってきているため 

・統合されてしまうため 

・低学年から塾に行っている（私学に向いている）

・周囲に関わりたくない、干渉されたくない 

今後の課題 解決に向けての具体的な手法 

・役員ではなくボランティア増を望む 

・歩道にゴミを出さないように出来るか 

・地域で住み続けるには何が必要かを地域で考

え、まちづくりとして市に提案していく 

・子どもの声をうるさいと感じる人の心を解きほ

ぐす 

・地域活動に参加しない、興味のない人を呼びよ

せる工夫 

・各人が「美しい町づくり」の意識をもつ 

・他者への思いやりの気持ちをもつ 

・交通マナー教室 

・新しいマンションができた際に自治会に加入し

ていただく 

・情報の周知、ＰＲ 

・若い世代に対しての働きかけ（福祉教育）が大

切 

・（老人いこいの家を）市民病院利用の時等、休

憩場所にでも使ってもらえたら 

・子どもの居場所 

・朝日ヶ丘町のよさをアピールしてもらう（マン

・先生とも相談しながら声掛けをする 

・地域の方で話し合ってほしい 

・今まで通りでなく新しく！！をメインに考えを

リニューアル化 

・運営メンバー再編成 

・地域で外遊びの重要性を再確認して寛容な心を

持つようにお互い心がける 

・カラスによって散乱したゴミの写真を掲示して

みてもらう？ 

・教育 

・自治会と販売会社と連携して自治会加入を要件

にする 

・ウエルカムセット（自治会、老人会、コミスク

の案内ｅｔｃ）を配布する 

・歩道のあり方、児童のあいさつ（ＰＴＡから各

家庭に伝える） 

・朝日ヶ丘幼稚園の存続 

・老人の憩いの家 

・公園開放（ボール遊びなどできる） 

・学校園庭、警察学校グラウンド開放（地域連携）
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ション運営、募集のとき） 

・アラベラのバス、途中乗下車 

・宣伝できる場の整理 

・いろんな情報をキャッチできる「場」の共有 

・年老いていくと駅前まで出るのが大変、タクシ

ーの割引券をだしてほしい 

・跡地の利用の有効活用 

・市、支援センターからの話 

・居場所づくりー資源のＰＲ 

・アラベラの家、病院バス 

・「それいゆ」を利用しての周知、啓発 

・地域フリースペースでの交流 

・（タクシー割引券を）市の方でも考えてほしい 

・じかん 


